
　
　

現
在
、
本
市
の
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
は
、
１
８
７
の
手
続
き
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
た
に

印
鑑
登
録
証
明
書
を
含
め
、
来
庁

し
な
い
で
手
続
き
が
可
能
と
な
る

も
の
は
、
い
く
つ
あ
る
の
か
。

　
　

本
年
４
月
か
ら
拡
充
さ
れ
る

手
続
き
は
22
の
手
続
き
で
あ
る
。

　
　

防
災
と
水
防
の
審
議
体
制
や

計
画
が
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
は
、　

よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
水
防
法
に

　
　

秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
の
跨こ

せ
ん線

橋き
ょ
うを
市
道
認
定
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

扱
い
だ
っ
た
の
か
。

　
　

駅
の
北
口
と
南
口
を
結
ぶ
連

絡
用
通
路
と
し
て
管
理
し
て
お
り
、

今
回
、
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
に

当
た
り
、
国
の
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
補
助
制
度
を
活
用
す
る
た

め
、
市
道
認
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　

会
費
収
入
に
つ
い
て
、
昨
年

度
の
会
費
の
徴
収
方
法
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
従
来
ど
お
り
自
治
会
で
取

り
ま
と
め
る
方
法
と
個
人
で
市
役

基
づ
く
水
防
計
画
な
ど
、
水
防
法

と
の
関
係
は
問
題
な
い
の
か
。

　
　

内
閣
府
よ
り
地
域
防
災
計
画

及
び
水
防
計
画
の
策
定
事
務
等
の

簡
素
化
に
関
す
る
通
知
が
あ
り
、

両
計
画
を
一
体
化
す
る
方
法
が
明

示
さ
れ
て
い
る
た
め
問
題
な
い
。

　
　

今
回
、
市
道
認
定
す
る
県
道　

弥や
と
う
ご

藤
吾
・
行
田
線
は
、
新
道
建
設

事
業
で
あ
る
常と

き
わ
ど
お
り

盤
通
・
佐
間
線
の

完
成
後
に
県
か
ら
引
き
継
ぐ
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
完
成
の
時
期
は

い
つ
か
。

　
　

埼
玉
県
か
ら
は
、
完
成
ま
で

約
10
年
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

な
ぜ
、
10
年
後
の
こ
と
を
今
、

審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
　

埼
玉
県
と
覚
書
を
締
結
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
、
県
が
事
業
着

手
を
す
る
予
定
年
度
を
明
示
し
、

市
は
県
が
事
業
着
手
す
る
前
年
度

ま
で
に
現
道
の
市
道
認
定
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
新

道
完
成
ま
で
の
10
年
間
は
、
県
が

維
持
管
理
等
を
行
っ
て
い
く
。

9　　ぎょうだ議会だより

建
設
環
境
常
任
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
建
設
や
管
理
、
上
下
水

道
事
業
、
環
境
、
商
工
業
、
農
業
、
観
光
、

防
災
、
市
民
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
議

案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

答

答答答

問問

問問

答 問問

所
の
窓
口
で
納
付
す
る
方
法
と
を

自
治
会
ご
と
に
選
択
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
た
が
、
本
年
度
も
同
様

の
取
り
扱
い
と
し
た
上
で
、
４
万

人
分
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

令
和
３
年
度
は
、
年
度
途
中

で
あ
る
た
め
、
加
入
者
数
が
確
定

し
て
い
る
令
和
２
年
度
の
３
万
９

４
９
２
人
を
基
に
予
算
計
上
し
て

い
る
。

　
　

給
水
す
る
水
量
と
料
金
と
し

て
収
入
の
あ
っ
た
水
量
と
の
比
率

で
あ
る
有
収
率
が
91
％
で
あ
る
が
、

他
の
水
道
事
業
体
と
比
べ
る
と
高

い
数
値
に
な
る
の
か
。

　
　

県
内
の
平
均
は
約
92
％
で
あ

り
、
平
均
に
近
い
数
値
で
あ
る
。

　
　

有
収
率
を
高
め
る
目
標
は
あ

る
の
か
。

　
　

継
続
的
に
老
朽
管
の
更
新
工

事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
個
人
の

給
水
に
係
る
修
繕
も
進
め
て
い
く
。

○
生
活
路
線
バ
ス
運
行
事
業

　
　

熊
谷
駅
・
犬
塚
路
線
バ
ス
利

用
促
進
協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
、

昨
年
度
と
比
べ
約
３
倍
に
増
額
し

て
い
る
が
、
他
の
熊
谷
駅
発
着
の

バ
ス
路
線
と
比
較
調
査
し
た
の
か
。

答

　
　

他
の
路
線
の
調
査
は
し
て
い

な
い
が
、
犬
塚
線
に
つ
い
て
は
、

赤
字
額
が
約
１
８
０
０
万
円
で
、

そ
の
半
額
を
熊
谷
市
と
按
分
し
て
、

本
市
が
約
40
％
、
熊
谷
市
が
約
60

％
を
補
助
し
て
い
る
。

○
地
域
防
災
計
画
改
訂
事
業

　
　

地
域
防
災
計
画
を
改
定
す
る

理
由
は
。

　
　

現
在
の
計
画
は
平
成
27
年
度

に
策
定
し
た
も
の
で
、
今
回
の
改

訂
は
、
関
係
法
令
と
の
整
合
性
や

昨
今
の
風
水
害
な
ど
、
新
た
な
被

災
経
験
か
ら
得
た
課
題
な
ど
、
よ

り
実
効
性
の
高
い
計
画
と
し
て
、

防
災
対
応
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

改
訂
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
出
水
対
策
事
業

　
　

埼
玉
県
が
行
う
忍
川
浸
水
対

策
重
点
地
域
緊
急
事
業
と
連
携
し
、

校
庭
貯
留
施
設
を
整
備
す
る
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

　
　

小
学
校
の
校
庭
を
活
用
し
、

雨
水
流
出
抑
制
を
図
る
た
め
、
今

回
、
忍
小
学
校
、
南
小
学
校
、
西

小
学
校
、
泉
小
学
校
の
４
校
で
計

画
的
に
事
業
を
推
進
し
、
合
計
約

４
２
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、
25
メ

ー
ト
ル
プ
ー
ル
に
換
算
す
る
と
、　　

約
７
杯
分
の
水
を
貯
留
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

答答 問問

建設環境常任委員会委員

答答

答

問問問

行田市駅跨線橋

８
議
案　

可
決

行
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

行
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て

行
田
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
度
行
田
市
交
通
災
害

共
済
事
業
費
特
別
会
計
予
算

令
和
４
年
度
行
田
市
水
道
事
業

会
計
予
算

令
和
４
年
度
行
田
市
一
般
会
計

予
算




